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1.はじめに

Elliott (1974: 242)は、「感嘆表現の『機能(function ) dlは異常で、あっ

たり、予期していなかった状況について語ることである」という。したがっ

て、いつもだらしない服装をしている友人がとてもきれいなドレスを持っ

ているのを見たときには、以下のいづれの例も使うことができる。しかし、

きれいなドレスばかり着ている人に対して使うと、嫌みを言っているよう

で、純粋に感嘆を表しているとは言えない。1

(1) a. What a beautiful dress! 

b. What a beautiful dress you have! 

c What a beautiful dress (for you) to have! 

(1 a-c )のどれもが自然に使うことができるとは言っても、意味がすべ

て一致しているわけではない。 (1a)は、きれいなドレスそのものに対す

る驚きであり、(1b，c)は、(きれいなドレスを)持っていることへの驚

きを表す。しかし、これらが (1a)に近い驚き、すなわち、 ドレスを持っ

ていることよりも、そのドレスそのものへの感嘆と取ることも可能だとい

う(母国語話者の判断による)。

(1 b )と (1c)は同じ意味解釈を受けるだけでなく、一見したところ、

構造的にも類似しているように見える。ところが、次節で明らかにするよ
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うに、同じ構造をしているとは考えられない。むしろ、 (1c)は (1a)に

近い構造をしている。

本稿では、構造的には (1a)、意味的には(1b)に似た (1c)のよう

なwh感嘆表現について考察する。

2.従来の分析

前節でみたように、英語のwh感嘆表現としては、 (2)のように定形の要素

がwh句に後続しているものばかりではなく、 (3)のように、 to不定詞とし

て顕在している場合もある。2

(2) a. What a beautiful flower you have! 

b. What a long time. we have been waiting ! 

c What a tragic thing hαρ'Pened! 

(3) a. What a beautiful flower for you to have ! 

b. What a long time for us to hαve been waiting / to be waiting ! 

c What a tragic thing to happen ! 

Grimshaw (1977)にならって、 (3)のようなwh感嘆表現を不定感嘆表

現(infinitival exclamations (以下、 IE))と呼ぶことにしよう。また、

(2)の感嘆文を時制感嘆表現(tensed exclamations (TE) )と呼んでIE

と区別することにしよう。

まず、 (2a)の構造を簡単にみておこう。 (4)のように、 TEはCPしか

許さない位置に生起しうることから、 wh疑問文と同じように、 wh匂がCP

の指定部([Spec ， CP J)に移動して派生されると仮定されてきた(Postal 

(1971)， J ackendoff (1972)， Radford (1981，1988) ) 03 

(4) a. 1 don't care what an incredible height the building is. 
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b. 1 don't give a damn what an outrageous size his salary is. 

(5) a . * 1 don't care the incredible height of the building . 

b . * 1 don't give a damn the outrageous size of his salary. 

(4-5 from Grimshaw (1979: 302)) 

例えば、 (6a)は概略すると (6b)のような構造を持っと考えられている。

(6) a. What a beautiful flower you have! (=2 a ) 

~ヘ\

~へ\

/へ¥
you have ti 

Chomsky (1992)で提唱されている照合理論に従うならば、英語のwh

感嘆文のwh句はovertsyntaxで移動しているので、 Cにある感嘆の素性

は、もし、あると仮定すれば、強いと考えられる。強い素性はPFで見えて

しまうので、その素性と wh句の素性を照合するため、 [Spec，CPJへの

移動が駆動されているのである。

しかし、 IEをCPとし、感嘆句のwh移動で派生されたとすることには

問題がある。一般に、不定詞節は(7)に示す動詞の補部や、外置節、不定関

係節、不定同格節のように、従節としてのみ生起可能であって、 (8a ， b ) 

のように独立して生起することは許されない。

(7) a. J ohn arranged for us to win. 

b. It is necessary for you to study hard. 
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C John bought a book for Maη to read. 

(Berman (1974: 37)) 

d. The appeal to give blood received strong suρρort. 

( Quirk et al. (1985: 1271)) 

(8) a . * For John to read a magazine. 

b . * To study English hard. 

不定疑問節が独立して使われることもないのであるから、 wh移動によって

許されるようになるということもできない。

(9)a.本Whatto eat? 

b . * Which book to buy? 

次に、 Chomsky and Lasnik (197η 以来、 doubly-filled COMP filter 

としてよく知られているように、現代英語では、音形を持った補文標識と

wh匂が共起することができない。

(10) a .本1know the man who that you met yesterday. 

b . * 1 found a topic on which for J ohn to work. 

TEはこの共起制限を遵守していることから、 wh感嘆句が [Spec，CPJ 

にあることが示される。

(11) a . * What a lot of cakes that you ate! 

b . * What a pretty dog which you have! 

一方、 IEでは(感嘆句ではない)主語が音形を持って現れるときには、補

文標識forが生起しなくてはならない。

Q
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ωa. What a terrible thing * ( for) you to say! 

b. What a beautiful dress * ( for) you to wear! 

もし、 IEの感嘆句も [Spec，CPJにあるとすれば、この共起制限を破る

ことになる。しかがって、 wh感嘆句と forの共起が許されるには、 wh感

嘆句はωのようにCPの外になくてはならないq

ωWh-phrasei [cP... ti . . . ] 

以上のことからだけでも、 IEが、 TEと同等に扱えない特異な構文であ

ることは推測できょう。

また、 IEは、 wh感嘆句になれる要素が限られている点でも特異である。

TEでは、名詞句、形容詞句、副詞句のすべてが感嘆句として認めるが、 IE

が感嘆句として認めるのは名詞句に限られている。 1

(14) a. How delightful her manner are! 

b . * How delightful for her manner to be! 

(15) a. How 1 used to hate geography! 

b.本How(for me) to hate geography! 

(16) a. How q uickly you ate! 

b.牢Howq uickly for you to eat! 

( a sentences in 14-16: Quick et αl. . (1985 : 833-834)) 

TEでは可能な匂の感嘆化ができないのであるから、 IEの感嘆句に限って

名詞句に限るような、何らかの制約が必要になってしまう。

また、感嘆化された名詞句が不定冠詞と限定用法の形容詞句を持っとき、 TE 

では、形容詞が howに導かれて冠詞の前におかれることカミある。しかし、 IEでは、

個人差はあるものの、形容詞を前置すると、容認度が下がってしまう傾向にある。5
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(17) a. What a beautiful flower you have / for you to have! 

b.. How beautiful a flower for you to have! (OK /?? / *) 

( cの( )内は母国語話者の判断)

IEは、埋め込まれた位置に生起できない点でも TEと異なっている。

(18) a. It's incredible what an attractive woman she is. 

(Elliott (1974: 235)) 

b . * It's incredible what an attractive woman (for her) to be! 

(19) a. They didn't know what a crime he had committed . 

(Quick et αl. (1985: 1055)) 

b.牢Theydidn't know a crime to have committed . 

TEが埋め込み節として生起可能な場合はかなり限られているが、 TEの

埋め込みを許し、かつ、 to不定詞節を補部に取る場合で、も IEの生起は許さ

れない。

以上の観察により、 IEは感嘆化された名詞句に不定詞節 (CP)が後続

している構造 ([NPwhcphraseJi[cp ... ti ...J)をしていることが明ら

かになった。このようなIEの構造は(少なくとも表面上は)関係節構造に

{以ている。

次節では、何故、 IEが名詞句構造であるにもかかわらず、 TEと同じよ

うな文としての解釈を持つのか、さらに、いかにその構造が可能になった

のかを考えることにする。

3. IEの派生

冒頭で、 TEがCPでありながら、 wh感嘆化された単独の名詞句と同じ

解釈も受けうることを見た。この点について別の例でみてみよう。
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例えば、自分の子供が目上の人にとても汚い言葉遣いをしたとしよう。

そのとき、 CPであるTE(20a)は、自分の子供が汚い言葉遣いをした

ことへの驚きと、汚い言葉そのものへの驚きとで多義である。

(20) a. What a terrible word you said! 

b. What a terrible word! 

いっぽう、 NPである (20b)は後者の意味(すなわち、汚い言葉への驚

き)しか持たない。

すなわち、ある時期までに習得した文法でIEを派生できない段階では、

名詞句単独で感嘆表現として具現したものはCPとして具現したものよりも

表現力に劣るという状況にあると考えられるのである。そこで、 TEが持

つ意味を名詞句によっても表現できるようにしようとする力が働くと仮定

しよう。

また、名詞句単独の感嘆表現は、感嘆という性質上、他の名詞句にくら

べて修飾されにくい。6そこで、修飾要素をとれるようにしようとする力が

働くと仮定しよう。ここで、注意すべきなのは、ただやみくもに修飾要素

を付けるのではなく、欠けている意味を表現できる形でなくてはならない

ということである。

TEが表面上には、名詞匂に関係節が付加しているのと同じ構造をしてい

ることに注目しよう。英語には定形の関係節の他に、不定詞節が関係節と

して機能する。ところが、すでに定形の関係節に似た構造がTEで具現し

ている。そこで、句を修飾する要素を広げる手段として、不定関係節が候

補となる。仮に、不定関係節が名詞句に付加し、 IE(21)が派生的に生起

したとしよう。

。1)[NP [NP what a terrible word ] i [cP OP i for [IP you to say ti ] ] ] 
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空演算子 (OP)は叙述規則(predication rule )により、 wh感嘆句と

同一指示であることが決まる。このとき、関係節を持たない時と違い、間

接的にwh句に関係節内での意味役割が与えられる。この結果、欠けていた

意味を獲得すると共に、修飾の手段も広がる。

以上のような分析を仮定すると、 IEの特徴が帰結として説明される。ま

ず、間接感嘆文になれない点からみてみよう。ここでの分析によれば、 IE

は名調句であるから、動詞や形容詞がCPのみをc-selectする場合にはIE

は生起できないことになる(cf. Grimshaw (1979)， Pesetsky (1982) )。

(22) a . * 1 don't care the expensive ring. 

b.牢1don't care what an expensive ring for you to buy . 

また、少なくとも英語では、 wh感嘆句の前置はovertでなくてはならない

ことから、基になるべき wh感嘆句単独でも補部位置に生起しえない。した

がって、その派生体である IEも生起できないとも考えられる。

(23) a . * Y ou know what a beautiful dress! 

b . * You know what a beautiful dress for John to buy! 

形容詞句、副詞句が感嘆句の時にIEが派生されない事実も、この分析か

ら説明される。確かに、 (24)のように形容詞句が単独で感嘆を表すことが

できるし、 TEもあるので、 IEが派生されてもおかしくはない。

(24) a. How happy! 

b. How happy 1 was! 

しかし、例えば、形容詞が感嘆句の場合にIEが派生される時には、形容詞

を主要部とする関係節構造が生ずることになる。しかし、形容詞が主要部
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の関係節自体、英語には存在しない。モデ、ルとなる関係節構造がないので

あるから、 IEも派生されないことになる。7

この節を終える前に、不定詞補部を取る形容詞が限定用法で使われる場

合について触れておこう。次の例を考えてみよう。

(25) a. What a difficult book to read! 

b. What an easy question to answer! 

凶 Whata pretty girl to look at! 

(25) (26)は、いわゆる tough類の形容詞、 pretty類の形容詞をそれぞ

れ持っている。これらの形容詞は不定詞補部との結びつきが強く、よほど

状況をうまく設定しないと IEとしての解釈はない。例えば、 (25a)は、「な

んと読みにくい本だ」という解釈が強く、「なんと難しい本を読んだんだ」

という IEの解釈はされにくい。また、前者の意味にはなるが、滅多に使う

ことはないというインフォーマントの統一した判断であった。

(26)も「なんとかわいい女の子を見たんだろう」という、 IEとしての

解釈はされにくく、女性をからかうような意味に取られてしまう傾向がある。

これは形容詞の補部として基本的な性質の方が派生によってできた形より

も優先されてしまうというためであろう。

4.おわりに

本稿の分析では、完成された大人の文法だけでなく、習得過程の中間段

階の文法を考慮することが必要である。これは、文法習得の途中の段階で、

文としてのwh感嘆表現と、 wh名詞句としての感嘆表現しか生成できない

状況があると仮定し、その状況での欠陥を派生という形で補おうとする力

が生ずるからである。

この分析が正しいとするならば、さらに研究がすすめば、 Kajita (1977) 
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以降開発中の動的な文法理論の枠組みの中でIEの解明をすすめることがで

きると思われる。

しかしながら、(18c)のような例では何故、容認度に揺れがあるのかが

未解決であるなど、さらなる考察、研究が必要である。

注

* 本稿は、 1994年6月25日に上智大学で開かれた東京英語学談話会で
の口頭発表の一部に大幅な加筆、修正を加えたものである。その際、梶田

優先生、宇賀治正朋先生には貴重なコメントをいただいた。また、例文の

判断に関して、特にLisaVogt女史にお世話になった。ここに記して感謝

したい。

1.文法的には誤りではないが、感嘆表現が状況によっては奇妙に聞こえ

ることがある点ついて、詳しくはElliott (1974)参照のこと。

2. wh匂に to不定詞が後続しているからといって、そのような例のすべ

てがIEであるわけではない。(i )は(ii )の斜字体部が省略された

もの、つまり、 TEの省略形で、あって、本稿で扱う IEではないことに

注意されたい。

( i) a How good to help ladies! 

b. What a fool man to go such a place! 

( ii) a How good itおtohelp ladies! 

b. What a fool man you are to go such a place! 

3.最近では、 Culicover (1992)が従来のCPをCPとPolP (Polarity 
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Phrase)に細分化するなど、 Split-CP仮説が数多くなってきている。

したがって、単純にCにその素性があり、 wh句がその指定部に移動

したとするのは問題があるように思われる。また、 Minimalist Program 

の枠組みを使った感嘆表現の考察は稿を改めることとする。

4.従来の名詞句は、厳密には決定詞句(Determiner Phrase:DP)と言

うべきであろうが、特に問題がない限り、名詞句 (NP)と呼ぶこと

にする。

5.形容調が不定冠詞 α/anに先行するのは、 TEに限った性質で、はない

ことに注意されたい。

( i') a I've never known so good a man . 

b. It's so long a way! 

(Bolinger (1972: 87)) 

6.天沼実氏の指摘による。また、母国語話者の同意も得られた。

7. 自由関係節(free relatives )では、形容詞が主要部となっているよう

にみえる例がある。このような例がIEの派生に関わるかどうかは不明

である。

( i) George will make the cake [however big you want it to be ]. 

(Baker (1989: 170)) 
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